
厚
生
労
働
省
の
中
央
最
低
賃
金
審
議
会

は
、
２
０
２
４
年
度
の
最
低
賃
金
の
全
国

平
均
を
現
行
よ
り
５
０
円
（
約
５
％
増
）

引
き
上
げ
て
１
０
５
４
円
と
す
る
目
安
額

を
取
り
ま
と
め
た
。
上
げ
幅
は
２
３
年
度

の
４
３
円
を
上
回
り
過
去
最
大
。

た
だ
、
労
働
者
側
代
表
は
歴
史
的
な
物

価
高
が
続
く
中
、
生
活
を
支
え
る
に
は
不

十
分
。
来
年
度
以
降
も
継
続
的
な
引
き
上

げ
を
求
め
た
。

労
働
者
側
、
使
用
者
側
代
表
と
中
立
的

な
公
益
委
員
が
参
加
す
る
審
議
会
で
は
、

物
価
高
に
対
応
す
る
た
め
に
引
き
上
げ
る

こ
と
に
は
労
使
と
も
合
意
し
た
が
、
額
を

巡
っ
て
は
対
立
が
続
い
て
い
た
。

労
働
者
側
は
都
市
部
と
の
格
差
が
あ
る

都
道
県
に
対
し
６
７
円
の
引
き
上
げ
を
求

め
た
が
、
使
用
者
側
は
中
小
零
細
企
業
の

支
払
い
能
力
を
考
慮
し
て
大
幅
引
き
上
げ

に
難
色
を
示
し
て
い
た
。

結
果
的
に
、
５
０
円
の
引
き
上
げ
は
今

春
闘
の
賃
上
げ
状
況
や
物
価
高
を
考
え
れ

ば
、
当
然
の
額
だ
と
評
価
さ
れ
た
。

一
方
で
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
は
、

人
手
不
足
に
直
面
す
る
中
小
零
細
企
業
の

価
格
転
嫁
や
設
備
投
資
な
ど
へ
の
公
的
支

援
な
ど
が
欠
か
せ
な
い
。

今
後
、
目
安
額
を
参
考
に
各
都
道
府
県

の
審
議
会
で
議
論
が
始
ま
る
。
昨
年
度
は
、

隣
県
に
働
き
手
を
奪
わ
れ
た
く
な
い
と
の

危
機
感
が
広
が
り
、
２
４
県
の
審
議
会
が

中
央
審
議
会
の
示
し
た
目
安
額
を
上
回
る

引
き
上
げ
を
決
め
た
が
、
労
働
者
側
代
表

か
ら
は
「
地
域
の
実
態
に
応
じ
た
引
き
上

げ
額
の
決
定
を
期
待
し
た
い
」
と
伝
え
ら

れ
た
。

海
外
と
の
格
差
拡
大
も
無
視
し
得
な
い
。

労
働
政
策
研
究
所
・
研
修
機
構
に
よ
る
と
、

ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
最
低

賃
金
は
約
２
５
１
０
円
、
イ
ギ
リ
ス
の
最

低
賃
金
は
約
２
３
４
５
円
、
韓
国
は
日
本

を
上
回
る
１
１
２
９
円
で
２
５
年
度
か
ら

は
１
１
４
８
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
最

賃
賃
金
が
低
い
ま
ま
で
は
、
日
本
で
働
き

た
い
と
思
う
外
国
人
も
少
な
く
な
る
と
心

配
す
る
。

現
在
は
、
東
京
、
埼
玉
、
千
葉
、
神
奈

川
、
愛
知
、
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
の
８
都

道
府
県
。

２
０
２
４
年
度
、
改
正
後
は

北
海
道
、
茨
城
、
栃
木
、
岐
阜
、
三
重
、

滋
賀
、
広
島
の
７
都
道
府
県
が
追
加
。

最
低
賃
金
が
１
０
０
０
円
以
上
に
な
る

都
道
府
県
は
１
５
都
道
府
県
に
増
加
。

※
目
安
で
あ
る
５
０
円
を
加
算
し
た
結
果
で
す
。

菓
子
製
造
販
売
の
人
気
店
「
シ
ャ
ト
レ
ー

ゼ
」
の
運
営
会
社
が
特
定
技
能
の
ベ
ト
ナ

ム
人
労
働
者
８
８
人
を
約
２
ケ
月
半
に
わ

た
り
無
給
で
待
機
さ
せ
、
休
業
補
償
を
支

給
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
発
覚
し
た
。

他
社
か
ら
の
「
転
籍
」
と
い
う
か
た
ち
で

雇
用
し
て
い
た
。
新
工
場
の
稼
働
の
遅
れ

が
原
因
の
よ
う
だ
が
、
こ
う
し
た
行
為
は

違
反
行
為
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

①
組
合
事
務
所

８
月
１
０
日
（
土
）

休
み

８
月
１
１
日
（
日
）

休
み

８
月
１
２
日
（
月
）

休
み

８
月
１
３
日
（
火
）

休
み

８
月
１
４
日
（
水
）

休
み

８
月
１
５
日
（
木
）

休
み

８
月
１
６
日
（
金
）

休
み

８
月
１
７
日
（
土
）

休
み

８
月
１
８
日
（
日
）

休
み

②
来
日
時
（
日
本
語
）
集
合
研
修

８
月
１
０
日
（
土
）

休
み

８
月
１
１
日
（
日
）

休
み

８
月
１
２
日
（
月
）

通
常
授
業

８
月
１
３
日
（
火
）

通
常
授
業

８
月
１
４
日
（
水

通
常
授
業

８
月
１
５
日
（
木
）

通
常
授
業

８
月
１
６
日
（
金
）

通
常
授
業

８
月
１
７
日
（
土
）

休
み

８
月
１
８
日
（
日
）

休
み

③
出
入
国
業
務

８
月
１
０
日

～

１
８
日

全
日
対
応

※
大
型
連
休
と
な
り
ま
す
の
で
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
時
間
厳
守
で
の
ご
対
応
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
帰
国
日
等
の

変
更
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

あ
る
大
学
教
授
の
「
実
習
生
・
特
定
技

能
者
」
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
の

生
活
の
利
便
性
・
給
与
の
満
足
度
で
は
、

都
市
部
で
は
生
活
費
が
高
い
た
め
に
給
与

の
満
足
度
が
高
ま
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る

と
の
報
告
。
地
方
で
も
監
理
団
体
や
受
入

企
業
に
よ
る
生
活
支
援
・
食
事
会
等
で
生

活
の
利
便
性
が
高
い
と
の
結
果
が
で
た
。
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東
日
本
経
友
会
通
信

最
低
賃
金
全
国
平
均
目
安
額

１
０
５
４
円
と
す
る

夏
季
長
期
休
暇
に
つ
い
て

最
賃
１
０
０
０
円
台
の
都
道
府
県

特
定
技
能「
転
籍
」の
注
意
点

意
外
な
結
果
が


